
令和2年9月第3回定例会
（全て　一問一答）

質問者 質　問　の　要　旨

（１）
地域WIFIの整備につい
て

・
防災、観光、地域情報提供、教育用途の利用として、総
合的に再検討していくべきではないか。

（２）
０歳ー２歳の保育料無
償化について

・
０歳ー２歳の第一子について課税世帯では有料とされる
が、無償化について世帯基準では無く、幼児本位に実施
されるべき

（３）
岬町事業者支援金の支
給状況及び適用要件の
緩和について

・
支給状況実効性、制度の問題、対象要件の見直し緩
和、納税条件など制約事項の政策的緩和

（１）
法人町民税の税率につ
いて

・

法人町民税の税率について、均等割り部分と法人税割
部分（資本金１億円以下の企業）が両方とも割高になっ
ているのは、近隣市町では岬町だけです。今後企業誘致
を進めるにあたり足かせとなる懸念があり、コロナ禍によ
る企業への優遇策と併せて減税を考えられないか。

（２）
岬町の賑わいを増やす
政策について

・

岬町の課題として若者の定住人口減少が続いていること
があります。そんな中、岬町出身者やゆかりのある方で
岬町に戻って仕事ができる現役世代を呼び戻すために、
気軽に利用できるシェアオフィスの用意、親子の話合い
きっかけ作りのための故郷帰郷補助金の創設、役場内
若手職員による特別支援チームの結成、を準備して、1
人でも生産人口を増やしていただきたいと思います。岬
町を出ていった方を呼び戻す『Uターン』ならば、子どもの
頃のイメージが残っているし、対象者の人数はとても多
いはずです。長年の課題を逆手に取り、帰郷政策を強力
に推し進めるべきです。今がチャンスです。子ども達が
帰ってくるとなると親世代も準備が必要で、消費行動が
増え、色々な所に良い影響が出て、町が賑やかになりま
す。

・新たな運営事業者公募に向けた進捗状況を問う

・みさき公園周辺整備について

（２）
観光人口増加施策につ
いて

・
町道みさき海岸番川線の道路とガードレールの補修を求
む

・進捗状況を問う

・統廃合に伴う雇用の確保を

（１）
大阪湾岸道路南延伸に
ついて

・大阪湾岸道路岬町への延伸要望に係る取組について

（２）
関西国際空港二期事業
に関連する地域整備事
業について

・

土砂採事業に関連して地元の要望を受けて地域整備事
業が行われたが、地元と約束した地域整備事業は全て
実施されたのか確認する。（未実施の事業がある場合
は、今後の整備着手に向けた取組方針を確認する）

裏面につづく

竹原 伸晃

坂原 正勝

和田 勝弘

（３）

一　般　質　問　通　告　一　覧　表

質問事項

谷﨑　整史

（１） みさき公園について

給食センター統合につ
いて



質問者 質　問　の　要　旨質問事項

・町内各所の強靭化についての具体的内容は？

・今後の進め方について

・国、府との連携について

（１）
「みさき公園」事業のあ
るべき姿について

・

行政が行ったアンケートの結果も公表され、今後みさき
公園事業についてようやく動き始めるこの時期だからこ
そ、「財政を潤してくれる公園のカタチ」を目指すべきです
が、町行政はどのように考えているのか、全容をお聞き
します。

（２）

既存の町有施設を有効
活用した、子どもたちの
「居場所づくり」を目指し
て

・

前回の一般質問で提案した、支援を必要とする家庭で育
つ子どもたちへの支援制度（みさき・キッズデリ）につい
て、町有施設の調理室や貸し館の空いた時間を利用し
て、継続事業としての展開を提案します。

（３）

「岬町総合計画」を誰も
が理解し、計画を達成
できる意味あるものに
するために

・

町の基本構想を示し、最上位計画として策定される総合
計画。
現在第5次計画の策定中ですが、計画を立てるからには
達成をしなくてはいけません。
町民や職員が一丸となって取り組める仕組みづくりにつ
いて提案します。

大阪でも感染の拡大が止まらず、重症者数が全国最多
となっている。コロナ感染から住民の命と健康を守り、コ
ロナ禍からくらしを守る施策の拡充を問う。

①住民を感染から守るために、PCR等検査の抜本的な
拡大や感染者の保護、感染状況の情報開示、集団感染
のリスクの高い施設における定期的な検査が必要では
ないか。

②国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療の保険料
におけるコロナ減免制度の申請を簡素化するなどの改
善が必要ではないか。

③８月12日で締め切られた「事業者支援金制度」の要件
に当てはまらなかった事業者が救済されるよう、制度の
改善が必要ではないか。

④感染を防止し、一人ひとりに目が行き届く教育のため
に、１クラス20人程度の少人数学級制度を実現するべき
ではないか。

⑤猛暑と厳しい残暑の中、子どもたちの体育の授業を安
全に実施するためにも、学校体育館へのエアコン設置を
具体的に検討すべきではないか。

コロナ危機を乗り越える
ために

（１） ・中原 　晶

道工 晴久

松尾 　匡

（１）
岬町強靭化計画につい
て


